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宇宙開発委員会技術部会

第三分科会報告

（昭和45年1～2月期打上げ実験）
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　　へ
報開発委員三四蜘一分船は・昭和4．5年5月26日轄開発委∫

員会の決定した下記の審騨項に鴎4月27曝数回に点て鷲

を行なった。

今回は速京騨宇鰍空研究所の昭和44鞭第2次騨ロ‘ケット実験

関係とし嵐伍・ケットρ開発に密接な麟牽：もつL－4臼一回機の打．

上げ実繍果を・蜘宇宙開発蝶団の第徊ロ¢ツト打上げ黙関係と、

しては、Qロヶッ’トおよびNロケットの開発に：密接な開室をもつLS－C－5

号機よび」C輪号機の打上げ実験蘇をそ燃庫裡の対象と．

して慎重に審議を重ねてきたが、このたびその審議結果をとりま’とめたので・

報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

審議事項

技㈱会は識開発蝶団聯て行幸われた第徊露華打上げ実

験の結果おζぴ東京大学宇宙航空研究所に誇いて行なわれた昭和44年度第

囎測・塀実験の結果（科学翻の結巣を除ぐ・）を評価す孕めに

必要な蹄的顯やいて融織するものとする・．，・∫「

ヘノ

口
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分科会長　佐　貫

　　　　　石　田

　　　　1内　田

　　　　　黒　田’

　　　　　河　野

　　　　　斉　藤

　　　　　玉　木

　　　　　松「浦

　　　　　村　松

　　　　　山　内

　　　　　和　田

・技術部会第一分科会構成
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日本大学工学部教授’㌃

郵政叡波研究所鹿駁所長1・

名古駄学工学部教授

霜醗事業詠ケット繍括開発部恥

郵政省電波研究所長’

東京大学宇宙航空研究所教授マ

』棘大学軸融融所教授＼，

宇宙平磯事業団副理事長’

宇宙開発事業曲追跡部長

科学技術庁航聖宇宙鼓術研究所長・・

東北大敬慕緻撃・、
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1　東京大学宇宙航空研究所関係

　　．L一一4S－5号機の打上げ実験

　（1）実験の概要”　　　　　、　　　　　　’Fl

　　ω♂L－4S二’陽機の服
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：∵“　　　　　　　　，
　　　　キ，一4S，r5号旧いては・昭租4年9’聯一4丁咽1号機

、礎レ・4脳号機の打上げ鰍齢吋御磨勿姿錦
　　　’蜘9騨隅棚5段暫鏡板部岬の逆鞭”ッ
　　　ト・轡・モ」タ）を取り置網勢制御部からり雌ゆ車後に．

　　　れを樋さ蝿ことに瓢三三ρ麗を打田沸回した¢

　　　こめため・L二4貫：一・5徽に総ては・■二4S山導掛雛し」

　　　酒興に応ロ・㌃袖よぴ郷段モ」・脚離しの趣の鐸速脚

　　　よび分離距離叩醜行劾測定器・第4騨第3馳鴫骨牌ぴ第

　　　4段琴形㌃臓田力の資料を得るためρ脚ロ速度計を観し

　　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　　　な澄、’このため、L－4S－4号機の第4段に搭載していた科学衛

　　　星搭載用の観測機器の取付けは行なわなかった。．

「1一



、

表1　L－4S－5号機の諸元，

ピ　．諸、・：1，・　　　・’ご元：

項9　目、
’第1段

補・助
uースタ 第2段 第3段 第4段

推　進　藁 固体 固体 固体 固体 『　固体．

長　　　　さ（初） ＆581 ’｛瓦772
一・ T1927 ．2，965 ・　toOO

：全一　　長伽） 16，522、　，

、外△　”三一） r’V55 ，　’5101 735 ．
5
0
4
暫

480

重’　　量（Kの ‘4，976 4050．
’　2．475

・　系β52 111・

全一重　・量（Kの ・1．　　　　　　　　～㌧399　　　　　　　．、㌧、

推進薬重量（K配） i5，887

　
∴
6
2
4
●

1，845 ．☆548 ・　　　88

推　　　　力（K7） 5ス000・・iミ000x2 11，750 ’．6，580 810

燃焼時間働） 　・28，7：

V

Z4　， 58．4　． ．2ZO 5t5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝●ゴ・ξ1・＝

（図DLrタS－5騨今体図∫（靴：’ミリ’メート勧

　　　　　　　　　　　　　　　　、6522

∫㍍」「筆4鞠ゴ勺「「．脚1・

251
詳
8
0

¶
り
∩
U

　
駕

・r2r

3
黛
↓

、

　　　　　（司　実験の目的　　．　　　　　　　　，

　　　　　　　L」4S＿5号機は、1）4段式ロケットの蕪しょう性能試験：・’

　　　　　　聯4段・娩r姿勢鷹痴）ビーコ餓の・ドップラー周

　　　　　　雌測定偉る吻晒よう径雌淳の礎主な目的としたr

　　　　　　．，苓即に爽噸述卿軽車15即ットモ爾三幅推

　　　　　　力に馬脚棚細めのレト・宛七輪脚なうど紬

　　　　　，三：騨段モ1二纏勢制鰍らr晦斡雌融点・第’

　　　　　　，論叢鮮∵llllll∵四．

　　　　　　　　　　　鷲掴：黛『。．、．

　　　　　　　メ細細幽卑官即％解底’晒・∴・

　　　　　　　剤脚騨鱒る働ケ・ど吋詞寄繍焼な

　　　　　　∴ら嘩吻騨聯段ブース耀聯獅騨予欝
　　　　　　　り行なわれた。

db　騨6解読後継吻予一ヌリ細鱗曲行々

　　　　　　　一喫？碗聖1鯉壁2・？5｛蜘デ　勿

　　　　　　響騰獅雨脚晦弘遠1一嚇

　　　　　　　で途絶えた。
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　　　　　（2陳鵬果の頒および今後の対蜘’㌦・・♂’

〆　・：レ「4’S’r囎蝿跡てはの偲錦部しょう性、
’　　：一能試験ド2）．第椴・ケヅトの姿勢制御試駄3）ビーコ電波のドップ

　　　　　　ラ「周競数測牢によるロケット飛しよ・う径路標定法6研究という所期の目’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　，。．『的を達成レ・この結果、同ロケットの第4段は人工衛星動遺に乗り、∴わが

　　　　　出初ρ〈工衛星として「澄映ずみ」と命名された。　　∵．　、

　　　シ∴1こ榊岨面衛星打キげ用脚S型・勿ゆ予贈賄完1
　　　　　了したものと考える。

　　　　　　　しかし・樋の実験を細部にわたつ鹸卸するとの削げら続

　　　　　衛星の軌道が計画ゆも近地点が低ぐ、遠堆点が凝ったこと12）籠

　　　　　上のテレメータ…イrット四目rζ’からの電波が緬より・も早く途絶

　　　　　したこと糟後の陥として残る・1）ゆいてa、麗点が働舜φ

．　は溌射直後の風の不連続麟よぴ2陥段低し黒体がいくらか首をノ

　　　　　振鞭礁で行なわれたこと小駅るも1のと考え留る・前者

　　　　護マ呼鵬騨前の風のデ微得とそ郷物発射筋正6手段
　　　．脳．！にρ章的善を施す必要があり・・9また後者にらいては、ロケット’の首振う連，

　　　　’動について検討を行なう必要がある。　　　，　’　”　9－

　　1．．遠鯨が勘？たのは注として第4段加速畔う融増分雑感よ

　　　　　リゴ礎越ことによるもめ吻・今回あデ7癌躍定嘩を

　　　　　高獅鞭があう∵一一・　∫∫∫…1，
　　　　　　昧？いて鵬4』段の馳が衛星内部の磁昇ゆ電鷹を

　　　　　急速に朱なった雛考紡れう：・層この醸上昇は・越州に蓄税され．

　　　　　燃断想よ嫌．り幽きく・カリ数散しにくいも6ゼあ逸ζによ

　　　　　るものと推定される。これはし第4段球形モ、「一4の裟三子刀め減衰が第5・

　　　　　　　　　　　　　　　　一　．二4ヅ

　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　段と三巴し・可搬画嘩と旧ると孝働る・嶺モ幽

　　　　　1繭タからめ伝齢よぴ残留推力について槍電師璽三訂9・

　　　　　　以上のよう批三三・さ巧計拗っ1たにせよゼ姻鱒二鱒ラ号

　　　　　機の打上げはM」4s型・ケットの予備三口てり所獅的嘩成し
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